lA 警告 I 

ま全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計 
されています。しかし、電気製品はす 
ベて、まちびった使いかたをすると、 
火災や感電などにより人身事故になる 
ことびあり危険です。事故を防ぐため 
に次のことを必ずお守り < ださい。 

• 接続先の取振説明書ち必ずお読み< 
ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 
•故障したら使わない。 

.万一異萬び起きたら、ソニーの柜談 
窓口、またはお買い上げ店に修理を 
依頼する。 


警告表示の意ほ 

取掘説明書および製品では、なのよ 
ラな表示をしています。表示の内容 
をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


齡危聞 

この表示の注意事項を守らないと、 
火災、感電、破裂などにより死 t や 
大けびなどの人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、 
火災や人身事故の原因となります。 


齡注意 1 

この表示の注意事項を守らないと、 
けびをしたり周辺の家財に損害をち 
えたりすることびあります。 

ま意をほす記号 

A A 

_火災_感電_ 

行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

IA 危険 I 

下記のま意事項を守6ないと 

义災•発熱.発义に 

ょ〇死 t ゃ大けび®原因 

となりまず。 


义の中に入れない 


Q 

禁止 


分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の 
点検および修理は ソニーの 柜談窓□ま 
たは お買い上げ店、 ソニーサービス 窓 
□にご依頼ください。 

⑩ 

分解禁止 



IA 警告 I 座 

乂災 

下記のま意事項を守6ないと 

义災•発熱.発义に 
ょりやけどゃ大けが® 

原因となりまず。 

運拓中は使用しない 

自動車やバイク、自転車などの運乾中 
に、へッドホンは絶対に使わないでく 
ださい。 交通事故の原因となります。 

周囲の音が聞こえないとち巧 
な場所では使用しない 

歩行中でち音量を上げすざるとまわり 
の音び聞こえなくなり危険です。 

また、このへッドホンは周囲の音を低 
減するタイプですので、警告音などち 
聞こえにくくなりまず。 

踏み切りや横断歩道、駅のホーム、車 
の通る道、工事現場など、周囲の音が 
聞こえないとを険な場所では使わない 
で < ださい。 


Q 

禁止 



内部に水や異物を入れない 

ホ:や異物び入ると火災や感電の原因に 
なります。万一、水や異物び入ったと 
をは、すぐに使巧を中止し、お買い上 
げ店または ソニーサービス 窓□にご相 
談ください。 

Q 

禁止 


齡注意 I 

下記のを意事 I 頁を守5ないと 

けびをしたり周のの家財 

に f 貝 を与えたりずること 
びありまず。 

大音量で長時間続けて聞まず 
ぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時 
間続けて聞< と、聴力に悪い影響をち 
えることびあります。 

耳を巧るため、音量を上げすぎないよ 
ラにご注意ください。 



はじめか6ボリュームを上げ 
ずぎない 

突然大きな音び出て耳をいためること 
びあります。接続した機器のボリュー 
ムは徐々に上げましよラ。とくに、 

MD 、 CD や DAT など、雑音のみない 
デジタル機器を聞くときにはご注意く 
ださい。 



Q 

禁止 

肌に合わないと感じたときは、 
使わない 

肌に合わないと感じたとさは早めに使 
用を中止して、医師またはソニーの相 
談窓□、お買い上げ店にご柏談くださ 
し、。 


Q 

禁止 


拉注意] 


0 

禁止 


• 本機を使巧中に気分び悪<なった場 
合は、すぐに本機の使巧を中止して 
<ださい。 

•このヘッドホンは、密閉度を高めて 
いますので、強 < 押された場合、鼓 
膜などを痛める危険びあります。他 
の人と強く接軸したり、ボールなど 
び飛んでくるよラな場所では使用し 
ないでください。 

また、ヘッドホンを耳に押しつける 
と、振動板から音び生じる場合びあ 
りますび、故障ではありません。 

• イ ヤーピースは しっかり取り付けて 
<ださい。イ ヤーピースび はずれて 
耳に鶏ると、けびや病気の原因とな 
ることびあります。 


電池につい 
てのま全上 
のご注意 

液漏れ•破裂•発熱. 
発义 • 誤飲I；： ょ 5大 

けがゃ失巧を 避けるため、 
下記のま意事項を必ずお守りく 
ださい。 


電池の種類に ついては、 電池 本体 
上の表示をご確認ください。 

乾電池* 

アルカ U 単3形 

* マンガン乾電池のご使用は、持続時間び 
極端に短いため、おすすめしません。 


[7 K 危均 

乾電池が液漏れしたとさ 
乾電池の液び漏れたとさは素手 
で液ををね5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、 
ソニーの 相談窓□または ソニーサー 
ビス窓□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因 
になることびあるので目をこすらず、 
すぐに水道水などのをれいな水で巧 
分洗い、ただちに医師の治療を受け 
て < ださい。 

液び身体やを服についたとさち、や 
けどやけびの原因になるので、すぐ 
にをれいな水で洗い琉し、皮膚に炎 
症やけびの症状びあるとさには医師 
にネ目談してください。 


A 警告]巧電池につぃて 

• ルさい電池は飮み込む恐れびあるの 
で、乳幼児の手の届くところに置か 
ない。万び一飲み込んだ場合は、窒 
息や胃などへの障害の原因になるの 
で、直ちに医師に柜談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正し 
く入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの貴 
金属類と一緒に携帯-イ呆曽しない。 
ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

•使いをった電池は取りはずす。長時 
間使用しないとをち取りはずす。 


陵注意]巧電池について 

• 火のそばや直射曰光のあたるとこ 
ろ-炎天下の車中など、高温の場所 
で使用*イ呆管*放置しない。 

• が装のビニールチューブをはびした 
り傷つけたりしない。 

• 指定された種類！;(列の電池は使用し 
なし、。 
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ノイズキャンセ U ングへッドホン 


MDR-NC300D 


お買い上げいただをちりびとう 
ございまず。 

IA 警告 I 電気製品は安全のため 
の注意事項を守らなレと、火が 
や人身事故になることびありま 
ず。 

この取扱説明書には、事故を防 
ぐための重要な注意事項と製品 
の取 D 振いかたを示していま 
ず。この取扱説明書をよ < お読 
みのラえ、製品を安全にお使い 
くださし、お読みになったあと 
は、レつでも見られるところに 
必ず保管して < ださい。 


©2009 Sony Corporation Printed in Malaysia 


主な特長 

• 独自開発、 DNC ソフトウェアエン 
ジンを搭載した、デジタルノイズ 
キャンセリングへッドホン 

高精度なキャンセル信号生成によ 
り、約 gs . AD / of 1 の卓越した騒音な 
減を実現 

• フルオー ト AI ノイズキャンセリン 
バ機旨 b 巧載 

周囲の騒音を常に分析し、最適なノ 
イズキャンセ U ングモードを自動選 
択 

• デジタルサウンドエン八ンサーおよ 
びフルデジタルアンプ S - Master に 
より、理想的な周波数特性を実現、 
高音質での音楽再生び可能 
• 大□径 16 mm ダイナミック型ドラ 
イバーユニット採用により、に帯域 
再生、にいダイナ S ックレンジを実 
現 

• 密閉型バーティカル•イン•ヴ■イ 
ヤー方式採苗により、耳への負担び 
少な < 快適で安定した装着'化を実現 
• ちの大をさにあわせて選べる、7種 
類の八イブ I 」ッドイヤピース付属 
• 3つのサウンドモード ( NORMAL / 
BASS / MOVIE ) を搭載。視聴ソース、 
環境に合わせてお好みで選択可能 
• 周囲の音び聴を取れるモニター機能 
搭載 

• 手元で音量を簡単操作でさる便利な 
ボ U ュームコント□-ル付を 


まな仕様 


■般仕様 

お式： 密閉ダイナ S ック型 

装着方式： バー チカル•イン•ヴ • 

イヤー方式 

ドライパーユニット： 

16 mm 、 ドーム 型に CAW 
採巧） 

最大入力： 100 mW 

インビーダンス：16 0 (1 kHz にて） 

感度： 103 dB/mW 

再生周液数帯域： 6〜24,000 Hz 
総騒音抑制量 ( TNSR )* 2 : 

約 18 dB*i 

コード： 約 IJmOFCU ッツ撼 

プラグ： 金メッキステレオ S ニプ 

ラグ 

電源： DC 1 .5 V 

(単3形乾電池 X 1) 

質量： ヘッドホン部： 

約 8 g (コード含まず） 
コント□ールボックス部： 
約 53 g (コード含まず、 
電池含む） 

付属品 

延長コード（金メッキステレオ S ニプラグ 
1 m )(1) 

コード長アジャスターり） 

クリップ （1) 

祈空機巧プラグアダプターり）* 3 
キャ IJ ングケースり） 

キャ IJ ングポーチ （1) 

イヤーピース （ SS / S / MS / M / MLyiVLL 备 2) 
単3形アルカ U 乾電池 （1) 

取扱説0月書 （1) 

プ□ダクトインフオメーシヨンり） 

巧証書 0) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

当社規定の航空機シ S ュレートノイズ下 
における、ノイズキャンセ U ングモード 
A 時と、ヘッドホンの非装着時との比較 
による値です。総騒音抑制量約18 dB は 
音のエネルギーで約 98.4 %の騒音低減に 
相当します。 

当社測定法による。モード毎の総騒音抑 
制量については別冊のプ□ダクトイン 
フオメーシヨンをご覽ください。 

機内の音楽サービスによっては、対応び 
でをない場合びあ0ます。 


保証書と アフターヴー 
ビス 


保証書 

• この製品にはな罰書び添付されてい 
ますので、お買い上げの際お受け取 
り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお 
確かめのラえ、大切に保をしてくだ 
さい。 

• 保訝期間は、お買い上げ曰より]年 
間です。 

ア フターヴー ビス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお 
調べ < ださい。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご 
相談窓□のご案内」にあるお近くのソ 
ニーサービス 窓□にご相談 < ださい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただきます。詳しくはイ呆証書をご 
覧ください。 

保謡期間経過後の修理は 

修理にぶって磯能び維持できる場合 
は、ご要望により有料修理させていた 
だをます。 

部品の保有期間について 

当社ではへッドホンの補修巧性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な 
部品）を、製造打ち切り後6年間保有 
しています。この部品な有期間を修理 
可能期間とさせていただをます。保有 
期間び経過したあとを、故障箇所に 
よっては修理可能の場合びありますの 
で、お買い上げ店またはサービス窓 □ 
にご相談ください。 


本機の仕様および外観は、改良のため予告な 
<変更することびありますび、ご了承<ださ 
い。 

■‘ウオークマン’、 "WALKMAN"、 
"WALKMAN" □二[は、ソニー株式を社の登 
録商標です。 


製品登録のおすすめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 


バソコンから 

http://www.sony.co.jp/avD-regi/ 



携帯電話か5 

2次元コード対応のカメラつ定携帯電話の読み取り機能で 
ご利巧 < ださい。 

http :// reg . msc . m . sony . jp / avp / 


よくあるお問い合わせ,,客□受付時間などは 
ホームページをごま用 < ださい。 


http://www.sony.co.jp/support 



ソニー株式含社〒] 08-007 已東京都港区港南 1-7-1 












各部のなまえと働を 



田マイク部 
回イヤーピース 

图 SOUND MODE ボタン 

サウンドモードを NORMAL 、 
BASS 、 MOVIE に切り換えること 
びでをます。 

团 VOLUME (+/-) ボタン 

本機の音量を調節します。 

+側に凸点（突起）びついていま 
す。操作の目印としてお使いくだ 
さい。. 

固 HOLD / POWER スイッチ 
圓電池ぶた 
因 M 0— NITOR ボタン 

周囲の音を聞 < ことびでをまず。 

图液晶画面 

本機の状態を表示します。 

回金メッキ L 型ステレオ S ニプ 
ラグ 


電池交換の目ミ 

乾電池び消耗してくると電池残量表示 
び変わり、鶏量びな<なると電源び切 
れます。 

電池残量表示を目安に乾電池の交換を 
して < ださい。 

图^目^日 一^な 

ごま意 

長い間乾電池を使用しない場合は巧0出して 
おいて < ださい。 

電池を交換ずるときは 

電池ぶたを開け、巧部のストッパーを 
スライドさせてから、電池を取りはず 
して < ださい。 


イヤーピースの 正しい 
装着方法 

イヤーピースび耳にフイットしていな 
いと、適切なノイズキャンセ U ング効 
果び得られない場合びあります。快適 
なノイズキャンセ U ング効果と、より 
良い音質を楽しんでいただ<ために 
は、イヤーピースのサイズを交換した 
り、おさまりの良い位置に調整するな 
ど、ぴったり耳に装着させるよラにし 
て < ださい。 

お買い上げ時には、 M サイズび装着 
されています。サイズび耳に合わない 
と感じたときは、付属のイヤーピース 
の中から、最適なちのを選んで交換し 
てください。イヤーピースのサイズは、 
イヤーピース内側の色で確認して < だ 
さい。 

イヤーピースびはずれて耳に残らない 
よラ、イヤーピースを交換する際には、 
へッドホンにしっかり取り付けてくだ 
さい。 

イヤーピースのサイズ 
(内側の色） 


かさい 径 大きい 


- 

ML 

しし 


情） 

(紫） 

S 

M 

L 

(程） 

(縁） 

(水色） 

SS 

MS 

- 

(ホ） 

横） 



音楽を聞< 



ヘッドホンジャック（ス 
テレオミニジャック）へ 

1聞きたい AV 機器を接続ずる。 

2 へッドホンをつける。 

⑥ の印のついた方をち耳に、® (左 
ち識別用の突起びあります。）の印 
のついた方を左耳に付けて<ださ 
い。 

イヤーピースは耳の巧を密閉する 
よラに、差し込んでください。 

ごま意 

イ ヤーピースび 耳の穴に フィッ トしてい 
なレと、ノイズキャンセリング効果び得 
られませんので、イヤーピースはおさま 
りの良い位置に調整をして、ぴったりと 
ちに装着させるよラにしてください。 

3 HOLD / POWER スイッチを 
POWER 側へスライドさせる。 
液晶画面に □旧 ITflLra と表示 

され、へッドホンから「ピッ」と 
いラ音び聞こえます。 

4 接続した AV 機器を巧生ずる。 

5 音量を調節ずる 

VOLUME (+/-) ボタンを押すと 
ゲージび表示されます。 

お好みの音量に調節してください。 

ごま意 

• 接続した機器の音量調節はでさません。 
• VOLUME を最小にしても再生音は完 
全には消えません。 


MOVIE : 

騒音下で、ダイナ S ックレンジの 
大きな AV ソースを視聴するのに 
最適です。 

をヒント 

MOVIE では、本機のボ U ュームび 
] 6付近のとさに最わ効果を得られ 
るよラ調整されています。 

ノイズキャン七 y ング量を調 
整する 

ーノイズキャン七リング調壁 
機能- 

本機は、ノイズキャンセ U ングの効果び 
最も得られるよラにあらかじめ設定され 
ていますび、耳の形状や使用環境によっ 
て、効果を得に<い場合びあります。 
ノイズキャンセリングの効果び得にくい 
と感じるときは、ノイズキャンセリング 
調整機能を使って調整して < ださい。 

1 NC OPTIMIZE ボタンを巧ず。 

液晶画面にゲージび表示され、再 
生 中の音声は消音されます。 

2 VOLUME (+/-) ボタンを巧し 
て、調整ずる。 

21段階の値で調節でをます。 

ご自分で最ちノイズキャンセリン 
グ効果び得られると感じられる位 
置に調整してください。 

3 調整び終わった5 

NC OPTIMIZE ボタンを巧ず。 

をヒント 

• ノイズキャンセ U ング調整機能で行った調 
整値は、 3 つのノイズキャンセリングモー 
ドすべてに反映されます。 

• ノイズキャンセI」ング調整磯能で設定した 
値は電源を日 FF にしてを記憶されてレます。 

ごま意 

調整値の大ルびノイズキャンセ IJ ング効果の 
大小を表しているねけではではありません。 

周囲の音を注意して聞をたい 
とまは 

電源を 「 ON 」 にしているときに 
MONITOR ボタンを巧すと、再生音び 
聞こえなくなり、外部の音を聞くこと 
びでをます。 

MONITOR を終了するときは、をう一 
度 MONITOR ボタンを押してくださ 


画 NC OPTIMIZE ボタン 

ノイズキヤンセリングの効果を、 
調整することびで去ます。 

回クリップ ホール 

付属のク U ップを取り付けます。 


電池を入れる 


断面図 


着色部分 



1電池ぶたの□ックをはずし、電 
池ぶたを開ける。 



2 単3お乾電池を©側か!5入れ 
る。 

巧部のストッパーび電池を押さえ 
るまで入れてください。 



乾電池の+と一を逆に入れると、発熱や 
故障の原因になる恐れびあります。乾電 
池は正しい向さに入れて < ださい。 

3 電池ぶたを閉じて、電池ぶたの 


イヤーピースをはずすとまは 

ヘッドホンを片手で押さえ、ちラー方 
の手でイヤーピースを軸ごとねじりな 
びらはずします。 



をヒント 

イヤーピースび滑りやすくはずしにくいとさ 
は、乾いた柔らかい巧で<るむとはずしやす 
くなります。 

イヤーピースをごけるとまは 

イヤーピースの着色部分の先端び、 
へッドホンの突起部分にある④の位 
置にくるまで押し込んでください。 



フルオート AI ノイズキャン 
七 y ングにごいて 

フルオート AI ノイズキャンセリング 
はノイズキャンセ U ングモードを自動 
的に選択する便利な機能です。本機の 
電源び入ると周囲の環境音を常に辭析 
し、環境音の変化に追従しなびらその 
場に最ち効果的なノイズキャンセ U ン 
グモードへ自動的に移行します。 

ノイズキャン七 y ングモード 
の種類 


画面表术 


械お古 ! 


現在設定されているノイズキヤンセ U 
ングモードび表示されます。 


NC モード A (NC A ) : 

中を域の音をを<含む騒音に適し 
ています。 

主に航空機内の騒音に効果的です。 
NC モード B (NC B ) : 

超な域の音をを<含む騒音に適し 
ています。 

主にバス’電車の騒音に効果的です。 
NC モ ー KC ( NCC ) : 

比較的静かで広い帯域の騒音に適 
しています。 

ちにオフィス- 0 A 機器などの騒 
音に効果的です。 

をヒント 

騒音の性質は、時を追って変化していをます。 
本機は、その場の騒音に最適なノイスキャン 
セリングモードを自動的に選択します。 


い。 

誤 操作を防ぐ 
—ホールド機能一 

HOLD / POWER スイツチを HOLD 側 
に勘かすと、画圃こ 「 HOLD 」 び点な 
し、すべてのボタン操作びでさな<な 
ります。不用意に電源び入るなどの誤 
操作を防ぐことびでをます。 

HOLD を辭除するときは HOLD / 
POWER スイツチを POWER 側に動か 
してください。 

出荷時の巧態に戻ず 

本機に記憶されている設定値などを 出 
荷時の状態に戻すことびでさます。 

1電源が切れている状態で、 

NC OPTIMIZE ボタンを巧しな 
び5電源を入れる。 

2 画励こ rALLRESETJ と表示さ 
れた5 N 〔 OPTIM に E ボタンを 
離ず。 


コード長アジヤスターの使い 
かた 

図のよラにコードを巻きつけて長さを 
調節でをます。 

(巻きつける長さは40 cm までを目安に 
調節して<ださい。それしソ上巻をつける 
とコードびはずれやすくなります。） 


广1 



サウンドモードを選ぶ 


1コー ドを巻きつける。 


画面表 


2 みぞに差し应んで固定する。 


□ックをかける。 



巧電池の持続時間 



-1 M 0 VI 


阵 NCW 


現在設定されているサウンドモードび 
表术されます。 

1 SOUND MODE ポタンを巧す。 

サウンドモードび NORMAL 一 
BASS 一 MOVIE の順で切り換わり 
ます。 


乾電池の種類 

持続時間 W 

NORMAL :(画面表おなし） 

ことびでをます。 

ソニー単3形アルカリ 
乾電池 LR6/AM3 

約20時間* 2 

局音質なへッ ド ホン再生をお楽し 
みいただけます。 



ごま意 

プラグや コー ド分歧部分を巻さつけないよラ 
にして<ださし、負担びかかりやず<断線に 
つなびる恐れびあります。 

ク y ップの使いかた 

付属のク U ップをコント□ールボック 
ス部に取り付けることで、服やかばん 
にコント□ールボックス部を固定する 


1 kHz、0.1 mW+0.1 mW 出力時 
周囲の温度や使巧状態により、上記の持 
続時間と異なる場合びあります。 


BASS : 

重な音の効いた迫力のあるサウン 
ドをお楽しみいただけます。 


クリップをコント□ールボック 
ス部に取り付ける 
1コント□—ルボックス部の背面 
にある巧へクリップの凸部を片 
ちずつ入れる。 



クリップはどちらの向さでち取り付ける 
ことびでさます。 


2 クリップの內測にあるレバーを 
外側へ引く。 

コント□-ルボックス部にクリツ 
プび固定されます。 



クリップをコント□ールボック 
ス部か5はずす 
1クリップの内測にあるレバーを 
内側へ巧ず。 

ク U ップの □ ックびはずれます。 



2 クリップのレバー側を約2 mm 、 
上に軽 < 持ち上げる。 

3 クリップを矢印のち向へ引を抜く。 



腕空機巧で®用ずるとをのご注意 


• 付属のプラグアダプターは、航空機の 
デュアルジャックまたはステレオミニ 
ジャックに接続することびでをます。 



デュアルジャックステレオ5ニジャック 

• 航空機内で電子機器の使用び禁止さ 
れている場合や、機内の音楽サービ 
スを個人のへッドホンで利用するこ 
とび禁止されている場合は、本機を 
使用しないで < ださい。 

• 本機を使巧しないときはへッドホン 
を耳からはずしてください。 


おほいになつたあとは 

本機の POWER スイッチを rOFF 」 に 
して < ださい。 

1約1秒仪上 HOLD / POWER ス 
イッチを POWER 側へスライド 
させた状態にする。 

画励こ rSeeYouU と表示され、 
電源び切れます。 

をヒント 

本機は、電源をオフにしたときの各種設定を 
記憶しまず。再び電源を入れたとさは、前回 
の設定になりまず。 

ごま意 

動作時に電池を巧くと、設定は記憶されません。 


キヤリングケースの使 
いかた 


本機をキヤ U ングケースに収納するとさ 
は、コードをまねてから収納してください。 



が障とお考えになる前 
に 

音が出ない。 

一本磯の電源を入れる。 

* 本機の乾電池の残量を確認する。 

-► 本磯と AV 機器との接続を確認ずる。 

-► 本磯に接続した AV 機器の電源び入って 
いるか確認する。 

-► 接続した AV 機器の音量を上げる。 

音がひずむ。 

-► 接続した AV 機器の音量を下げる。 

一新しい乾電池と交換する。 

電源が入6ない。 

一新しい乾電池と交換する。 

操作でをない。 

一本磯の電源を切ってから電池を取りはず 
し、再び電池を入れ、電源を入れる。 

接続しているラジオ、 TV な 
どが受信でをない、またはノ 
イズが入る。 

-► 接続している機器と本磯のコント□—ル 
ボックス部を離す。 


使用上のご注意 

本機は、ノイズキャンセ U ング機能を 
搭載したへッドホンです。 

ノイズキャンセリング機能とは 

外部の環境ノイズ（乗り物内の騒音や 
室内の空調音など）と逆位相の音を出 
すことで環境ノイズび低減して聞こえ 
る機能です。 

• 静かな場所やノイズの種類によって 
は、ノイズキャンセ U ング効果び感 
じられない、またはノイズび大を< 
なると感じられる場合びあります。 

• へッドホンのマイク部を手などで覆 
ねないで<ださい。ノイズキャンセ 
U ング効果び得られな < なる場合び 
あります。 

• へッ ドホンのつけかたによっては、 
ノイズキャンセ U ング効果び減かす 
ることびあります。 

• ノイズキャンセ U ング機能は、乗り 
物や空調などの主にない周波数帯域 
の騒音に巧してちっとち効果を発揮 
します。すべての音び巧ち消される 
わけではあ0ません。 

• 自動車、バスなどでご使用の場合、 
路面状況によっては、ノイズび発生 
することがあります。 

• 携帯電話の影響によりノイズび入る 
ことびあります。この場合は、携帯 
電話から本機を離して < ださい。 

• ラジオなどを聞いているとをにノイ 
ズび入る場合は、接続している機器 
と本機のコント□ールボックス部を 
離してご使用 < ださい。 

取り扱い上のご注意 

• 落としたりぶつけたりなどの強い 
ショックを与えないで<ださい。 

• 湿気やほこり、油煙、湯気の多い場 
所や直射曰光のあたる場所には置か 
ないで<ださい。故障の原因となり 
ます。 

• 萬に良い音でお聞をいただ<ため 
に、プラグを時々柔らかい巧でから 
ぶをし、清潔になって<ださい。 

• 汚れは、乾いた柔らかい巧でふ去 
取って<ださい。特にプラグ部分を 
巧れたままにしてお<と、音質び悪 
<なったり、音びとざれたりするこ 
とびあります。 

• イ ヤーピースの お手入れは、 ヘッド 
ホンからイ ヤーピースを はずし、ラ 
すめた中性洗剤で手洗いしてくださ 
し、。洗浄媛は、水気をよくふいてか 
らご使巧 < ださい。 

• イヤーピースは長期の使用-なをに 
より劣化する恐れびあります。 

静電気に関するごま意 

空気が乾燥する時期に耳にピ U ピリと 
痛みを感じることびありますび、へッ 
ドホンの故障ではな<人体に蓄積され 
る静電気によるちのです。静電気の発 
生しに < い天然素材の衣服を身に着け 
ていただくことにより軽減されます。 


イヤーピースは消耗品です。紛失- 
破損した場合は、お買い上げ店、ま 
たはソニーの相談窓□にご相談下さ 
し、。 


万一故障した場合は、内部を開けず 
に、ソニーの相談窓□またはお買い 
上げ店にごネ目談 < ださい。 


万一異常や不具合び起をたとをは、 
お買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にお問い合わせ < ださい。 





















